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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像音声情報再生システムのネットワーク管理装置であって、複数のアレイセット（１
１０１～１１１１）をもつデータベース（１１）を具備し、各アレイが、ジュークボック
スの構成（１１０２、１１０４）か、ジュークボックスの使用（１１０８、１１１０、１
１１１）か、または料金の支払（１１０９）のいずれかに関するグループ化された情報を
含み、前記データベース（１１）が、映像音声情報再生システム（１００．１～１００．
ｎ）との接続手段が設けられたコンピュータサーバ（１０）により管理され、第１に、各
映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ）により送信され、データベースにある
所定のアレイセット（１１０１～１１１１）の更新に必要な情報を含むメッセージを受信
し、第２に、各映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ）にメッセージを送信し
て、データベースの少なくとも１つのアレイセット（１１１０）に格納されメッセージで
送信された情報で、各映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ）のデータまたは
プログラムを更新し、データベースにある第１のアレイセット（１１０１）が、各ジュー
クボックスの動作状態に関する情報を含み、データベースにある第２のアレイセット（１
１０２）が、各ジュークボックスのハードウェアとソフトウェアの構成に関する情報を含
み、情報の各アイテムがデータベース（１１）のアレイに含まれる引き数によって識別さ
れ、少なくとも１つの引き数が２つのアレイに共通するときに、１つのアレイにある情報
が別のアレイにリンクされることを特徴とする映像音声情報再生システムのネットワーク
管理装置。
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【請求項２】
　ジュークボックスに対する異なる動作および設定パラメータのセットの可能な値を含む
第３のアレイセットをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の映像音声情報再生シ
ステムのネットワーク管理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、映像音声情報再生システムのネットワークを管理するための装置およびそのプ
ロセスに関する。
【０００２】
【従来の技術】
国際特許出願公開第９６／１２２５５号には、一般にジュークボックスと呼ばれる映像音
声情報再生用装置が開示されている。このジュークボックスは、主に、映像音声再生手段
と、一曲の音の再生に少なくとも相当する少なくとも１つの映像音声情報を記憶する手段
とを管理するシステムユニットで構成される。システムユニットはまた、特に、ホストサ
ーバから映像音声情報をダウンロードできるようにするモデムなどの遠隔通信手段の管理
も行う。新曲の注文や設定変更を管理するためには、オペレータがジュークボックスが設
置されている場所を訪れるか、またはオペレータがホストサーバへのリンクをもつコンピ
ュータを使用する必要がある。さらに、ホストサーバとのリンクを介して実行可能な管理
動作は、新曲のセレクションの注文に限られる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
したがって、本発明の目的は、映像音声情報再生システムに関するすべての情報を管理し
、単純かつ中央集中化させてそれらの動作を管理するために使用可能な映像音声情報再生
システムを管理するための装置を提供することにより、従来技術の欠点を解消することで
ある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この目的を達成するために、映像音声情報再生システムのネットワーク管理装置であって
、複数のアレイセットをもつデータベースを具備し、各アレイが、ジュークボックスの構
成か、ジュークボックスの使用か、または料金の支払のいずれかに関するグループ化され
た情報を含み、データベースが、映像音声情報再生システムとの接続手段が設けられたコ
ンピュータサーバにより管理され、第１に、各映像音声情報再生装置により送信され、デ
ータベースにある所定のアレイセットの更新に必要な情報を含むメッセージを受信し、第
２に、各映像音声情報再生装置にメッセージを送信して、データベースの少なくとも１つ
のアレイセットに格納されメッセージで送信された情報で、各映像音声情報再生装置のデ
ータまたはプログラムを更新することを特徴とする映像音声情報再生システムのネットワ
ーク管理装置が提供される。
【０００５】
別の特徴によれば、第１のアレイセットが、ジュークボックスの動作状態に関する全般的
な情報を備える。
【０００６】
別の特徴によれば、第１のアレイセットが、各ジュークボックスを固有に識別する番号と
、ジュークボックスの動作状態と、ジュークボックスの動作を許可するパスワードと、ジ
ュークボックスインストール日とを備える。
【０００７】
別の特徴によれば、データベースにある第２のアレイセットが、各ジュークボックスのハ
ードウェアとソフトウェアの構成に関する情報を備える。
【０００８】
別の特徴によれば、第２のアレイセットが、ジュークボックスで使用可能なすべてのソフ
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トウェアを含むテーブルグループを備え、各プログラムが、少なくともプログラム名と、
プログラムのバージョンナンバーにより識別される。
【０００９】
別の特徴によれば、第２のアレイセットが、各所与のジュークボックスに対して、各ジュ
ークボックスにインストールされたプログラム名とバージョンとを含むテーブルグループ
を備える。
【００１０】
別の特徴によれば、第２のアレイセットが、各ジュークボックスにおいて使用可能なハー
ドウェアコンポーネントのリストを含むテーブルグループを備え、各コンポーネントが番
号により識別され、テーブルグループが、コンポーネントがインストールされたジューク
ボックスの番号に対応する引き数をさらに備える。
【００１１】
別の特徴によれば、第２のアレイセットが、各ソフトウェアの記述を含むテーブルグルー
プ、および／またはソフトウェア間の非互換性をリストするテーブルグループ、および／
または各ハードウェアコンポーネントの記述を含むテーブルグループ、および／またはコ
ンポーネントとソフトウェア間の非互換性をリストするテーブルグループ、および／また
はハードウェアコンポーネントに関連するソフトウェアのリストを含むテーブルグループ
を備える。
【００１２】
別の特徴によれば、第３のアレイセットが、すべてのジュークボックスに対する種々の動
作および設定パラメータセットのすべての可能な値を含む第１のサブセットを備え、各パ
ラメータセットの値が、固有番号により識別される。
【００１３】
別の特徴によれば、第３のアレイセットの第２のサブセットが、各ジュークボックス識別
子に対して、第１のグループの第１のサブセットにあるテーブルグループに含まれた動作
および設定パラメータセットの識別子を関連付ける。
【００１４】
別の特徴によれば、パラメータセットが、第１のテーブルグループにある種々の可能なパ
スワード、および／または第２のテーブルグループにある曲の値段、および／または第３
のテーブルグループにあるジュークボックスの遠隔制御の設定、および／または第３のテ
ーブルグループにおいて使用可能な無料の曲の数、および／または第４のテーブルグルー
プにあるインターネット接続要素を含む。
【００１５】
別の特徴によれば、第４のテーブルセットが、所与の識別子番号をもつジュークボックス
で利用可能な曲番号のリストを決定する。
【００１６】
別の特徴によれば、第５のアレイセットが、データベースにある曲のバンクを構成するす
べての曲、アーティストおよびアルバムの記述を備え、各曲が番号により識別される。
【００１７】
別の特徴によれば、第５のアレイセットが、曲のバンクにある各曲の記述と各ジュークボ
ックスで利用可能であるか否かの記述を含むテーブルグループと、曲のバンクにある各ア
ルバムの記述と各ジュークボックスで利用可能であるか否かの記述を含むテーブルグルー
プと、曲のバンクにある各アーティストまたはアーティストグループの記述を含むテーブ
ルグループとを備える。
【００１８】
別の特徴によれば、第６のアレイセットが、オペレータにより選択された少なくとも１曲
をダウンロードさせないための、各ジュークボックスのフィルタの配置に関する情報を含
む。
【００１９】
別の特徴によれば、第６のアレイセットが、各ジュークボックスに設置され、少なくとも
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１人の所定のアーティスト、および／または少なくとも１つの所定の曲カテゴリー、およ
び／または少なくとも１つの所定のディスク発行者、および／または少なくとも１曲の所
定の曲に適用可能であるすべてのフィルタに対して規準を規定する複数のテーブルグルー
プを備え、各フィルタが、アレイに記述され、フィルタを識別する固有番号により識別さ
れる。
【００２０】
別の特徴によれば、第１のアレイセットが、所定のジュークボックスに適用されるフィル
タの識別子に対応する引き数を備える。
【００２１】
別の特徴によれば、第７のアレイセットが、各ジュークボックスを所有はたまレンタルす
るオペレータに関する情報を備える。
【００２２】
別の特徴によれば、第８のアレイセットが、各ジュークボックスの使用の履歴を含む。
【００２３】
別の特徴によれば、第８のアレイセットが、各映像音声情報再生装置に配給された曲の全
識別子のリストを含むテーブルグループを備え、このアレイが、所定の映像音声情報再生
装置により、ジュークボックスに配給された曲のリストを含むリポートファイルを受信す
ると、サーバにより更新される。
【００２４】
別の特徴によれば、第９のアレイセットが、各ジュークボックスの料金およびレンタル費
の計算に必要な情報を備える。
【００２５】
別の特徴によれば、第１０のアレイセットが、少なくとも１つの映像音声情報再生装置を
更新するためのすべての命令を備え、これらの命令は、映像音声情報再生装置がサーバと
の通信を確立するとすぐに、サーバに関係する映像音声情報再生装置に送信される。
【００２６】
別の特徴によれば、第１０のアレイセットが、所定のジュークボックスに対する更新命令
と、ジュークボックスで命令が実行されなければならない順番、および／またはサーバが
ジュークボックスに命令を送信するのを開始する日を識別するテーブルグループを備える
。
【００２７】
別の特徴によれば、第１１のテーブルセットに含まれる命令は、サーバがジュークボック
スに命令を送信可能となる開始日前に記憶される。
【００２８】
別の特徴によれば、第１０のアレイセットが、各ジュークボックスで可能な更新命令を含
む複数のテーブルグループを備え、ソフトウェアの更新か、新しいアルバムの追加か、新
曲の追加か、ジュークボックスでのコンピュータファイルの管理か、またはジュークボッ
クスの動作パラメータの修正のいずれかに各命令が関係する。
【００２９】
別の特徴によれば、第１０のアレイセットが、各ジュークボックスに正確に送信された命
令の全識別子を備える特定テーブルグループを備え、特定テーブルグループが、各命令識
別子に対して、少なくとも宛先ジュークボックス識別子および命令送信日をさらに備える
。
【００３０】
別の特徴によれば、第１０のアレイセットが、所与の命令グループを引き起こすイベント
を規定する少なくとも１つの特定テーブルグループを備える。
【００３１】
別の特徴によれば、第１１のアレイセットの第１のサブセットが、各ジュークボックスで
利用可能な少なくとも１曲を配給するためのプロモーションの設定に関する情報を備え、
各プロモーションが、番号により識別され、第１１のアレイセットの第２のサブセットが



(5) JP 4851026 B2 2012.1.11

10

20

30

40

50

、所与のジュークボックスに適用可能なプロモーションの参照を含む。
【００３２】
別の特徴によれば、第１１のアレイセットの第１のサブセットが、プロモーションがある
すべての曲と、プロモーションの開始日と終了日とを規定する少なくとも１つの特定テー
ブルグループを備え、第１１のアレイセットの第１のサブセットが、プロモーションが行
われる曲の値段の修正を備える特定テーブルグループをさらに備える。
【００３３】
別の特徴によれば、プロモーションに含まれる全曲の配給に対して支払う料金の支払が、
プロモーションを開始したプロモータに請求される。
【００３４】
別の特徴によれば、サーバが、少なくとも１つの情報表示領域、および／または少なくと
も１つの情報入力領域、および／または少なくとも１つの情報選択領域を備える少なくと
も１つのスクリーンを表示するために、データベースの情報を表示するためのモジュール
を備え、各選択領域により、データベースにサーバによる情報の収集がなされるかまたは
各入力領域に含まれる情報が有効にされ、各表示領域が、データベースにおける引き数の
値を含む。
【００３５】
本発明の第２の目的は、映像音声情報再生システムまたはジュークボックスのネットワー
ク管理プロセスを提案することである。
【００３６】
この第２の目的を達成するために、情報再生システムへの接続手段をもつコンピュータサ
ーバを備える映像音声情報再生システムまたはジュークボックスのネットワーク管理プロ
セスであって、
－通信を確立するためにジュークボックスがサーバに接続されるステップと、
－ジュークボックスからサーバに少なくとも１つのメッセージを転送するステップと、
－通信を確立するジュークボックスを識別し、ジュークボックスの中央管理を制御するデ
ータベースにある少なくとも１つのテーブルを更新するために、サーバがメッセージを処
理するステップと、
－データベースにある少なくとも１つのテーブルグループにおいて、ジュークボックスを
更新するために命令の検索を行うステップと、
－メッセージを作成し、データベースにおいて見つけ出された更新命令を含むサーバから
、通信を確立するジュークボックスへとメッセージを転送するステップとを含有すること
を特徴とするプロセスが提供される。
【００３７】
本発明の他の特徴および利点は、添付の図面を参照しながら以下の記載を読むことにより
明らかになるであろう。
【００３８】
【発明の実施の形態】
本発明による映像音声再生装置の遠隔管理システムを詳細に記載する前に、映像音声再生
装置の構成とその動作モードについて述べることにする。
【００３９】
図４は、映像音声情報再生装置の一例を示す。このタイプの装置は、本願と同一の出願人
により出願された国際特許出願公開第９６／１２２５５号に詳細に記載されている。この
映像音声情報再生装置は、以下に記載し参照するハードウェアコンポーネントを使用する
ことが好ましいが、これは制限的なものではない。
【００４０】
マイクロプロセッサを備えるシステムユニット１は、高性能ＰＣ互換システムであり、少
なくとも以下のメモリ手段と特性をもつＩｎｔｅｌ　Ｐｅｎｔｉｕｍタイプのシステム用
に実現時に選択されたものである。
【００４１】
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－ＶＥＳＡローカルバスとの互換性
－プロセッサキャッシュメモリ：２５６キロバイト
－ＲＡＭメモリ：３２メガバイト
－高性能シリアルおよびパラレルポート
－マイクロプロセッサ制御ＳＶＧＡタイプグラフィックアダプタ
－ＳＣＳＩ／２タイプバスコントローラ
－自己電源型スタティックＲＡＭメモリ
同等またはより高性能の任意の他のシステムユニットが、本発明において使用されてよい
。
【００４２】
このシステムユニットは、音声制御回路５と、遠隔通信制御回路４と、入力制御回路３と
、マスメモリ制御回路２と、ディスプレイ手段６２の制御回路６とを制御し管理する。デ
ィスプレイ手段は、主に、ＳＶＧＡタイプのフラットスクリーン、高解像度、低放射の非
インタレース式ビデオモニタ６２からなる。これは、画像再生（例えば、音楽セレクショ
ン用のアルバムカバー）用や、グラフィックおよびビデオクリップを表示するために使用
されるモニタである。
【００４３】
高速大容量ＳＣＳＩタイプのハードディスクを用いる記憶モジュール２１は、メモリ手段
の一部をなし、マイクロプロセッサデバイスにすでにあるメモリ手段と関連づけされる。
これらのモジュールは、映像音声情報を記憶するために使用される。
【００４４】
ホストサーバにより制御される映像音声情報配給ネットワークとのリンクを形成するため
に、２８．８ｋｂｐｓ高速遠隔通信モデムアダプタ４１が含まれる。
【００４５】
音楽セレクションの音声情報を再生するために、システムは、音楽シンセサイザタイプの
電子回路５に接続されるアンプチューナ５３からの信号が入力するラウドスピーカ５４を
備え、多数の入力源を受けながら、例えば、サウンドカードのようなマイクロプロセッサ
マルチメディア音声アダプタなどの、ＣＤ（コンパクトディスク）タイプの高品質の出力
を提供する。
【００４６】
映像音声再生装置には、「高度な表面波技術」を用いるガラスコーティングパネルを含む
タッチスクリーン３３を管理する入力制御回路３と、ＡＴタイプのバスコントローラが設
けられる。モニタの前に配置されたこのタッチスクリーンは、ビデオモニタディスプレイ
６２上またはテレビジョンスクリーン６１上で、顧客により使用されるさまざまな選択情
報や、システム管理者や所有者により使用される注文管理制御情報を選択するために使用
されてよい。また、目的に合ったキーボードコネクタが設けられたシステムに接続可能な
外部キーボード３４が使用されてもよく、管理用にインタフェース回路３を介してキーロ
ック３２により制御される。
【００４７】
また、入力インタフェース回路３には、料金支払装置３５も接続されている。硬貨、チケ
ット、トークン、磁気カードやスマートカード、または支払手段の組み合わせによりあら
ゆる支払方法を受け入れ可能な任意の他の装置が使用されてよい。
【００４８】
このシステムは、スチールフレームまたはラックに設置される。
【００４９】
これらの構成要素とは別に、音声コントローラ５には、コードレスマイクロフォン５５が
接続されて、音声コントローラを効果的な公開アドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）および公開情
報システムに変え、さらにはカラオケ機に変えることもできる。このシステムは、コード
レスラウドスピーカのシステムを使用してよい。
【００５０】
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また、映像音声情報再生装置は、読み出しまたは書き込み動作が実行されるときのみ電源
供給され、不揮発性メモリのシリアルナンバーを格納可能な集積回路（図示せず）を備え
る。オペレーティングシステムは、特に、ジュークボックスのシリアルナンバーと種々の
動作パラメータとを保持するために、制御回路を介して回路に情報を読み出しまたは書き
込み可能である。この回路を、従来技術では「Ｉｂｕｔｔｏｎ」と呼ぶ。
【００５１】
システムにおけるオペレーティングソフトウェアは、特にマルチメディアの世界の映像音
声分野用のツールおよびサービスのライブラリ周辺で生成された。このライブラリは、複
数のコードフラグメントを効率的に同時に実行可能な高性能マルチタスクオペレーティン
グシステムを含むことが好ましい。このオペレーティングソフトウェアにより、規則正し
い並列実行が可能となるため、ディスプレイ手段、音声再生手段および分散ネットワーク
を介する遠隔通信リンクの管理との間でのあらゆる衝突が回避される。さらに、このソフ
トウェアは、極めてフレキシブルである。
【００５２】
本願明細書の残りの記載において、「映像音声情報再生装置」と「ジュークボックス」と
いう用語は同じものをさす。
【００５３】
図１は、本発明による装置のブロック図を示す。従来技術によれば、各映像音声再生装置
（１００．１～１００．ｎ）が、ホストサーバ１０と、その遠隔通信手段、さらには例え
ば、テレフォンネットワーク３０に接続されたモデムカード４１を介して通信する。ホス
トサーバ１０は、例えば、テレフォンネットワークに接続された少なくとも１つのモデム
など、この目的のための通信手段１２１、１１１を備える。また、ホストサーバ１０は、
各映像音声再生装置（１００．１～１００．ｎ）の動作に関するすべての情報、言い換え
れば、映像音声再生装置（１００．１～１００．ｎ）の動作パラメータ、その識別番号、
各映像音声再生装置（１００．１～１００．ｎ）に格納された曲のリスト、映像音声再生
装置（１００．１～１００．ｎ）の１つのグループの管理を担当する各オペレータに関す
るすべての情報を含むデータベース１１を備える。また、このデータベースは、各映像音
声再生装置（１００．１～１００．ｎ）の使用に関する統計データ、言い換えれば、演奏
された曲のリストおよび各曲が演奏された日にち、各映像音声再生装置（１００．１～１
００．ｎ）の使用中、特にそのスイッチが切られたとき、通信中断中に起こったすべての
出来事のリストおよび日にち、そしてお金の投入や提示された支払を支払手段が拒絶した
回数に関する統計データを含む。同様に、データベースは、ホストサーバメモリ手段１０
に格納された利用可能な曲のリストと、これらの曲の再生に必要な映像音声情報と、各映
像音声再生装置（１００．１～１００．ｎ）用のオペレーティングシステムをインストー
ルするのに必要な設定ツールとを備える。データベース１１に含まれるすべての情報は、
各映像音声再生装置（１００．１～１００．ｎ）用のテレフォンネットワークおよびモデ
ムと、データベースすなわちホストサーバ１０とを介した通信、例えば、周期的な通信手
段により更新される。
【００５４】
以下、図２および図３Ａ～３Ｆを参照して、本発明による装置で使用される例示的なデー
タベース１１を記載する。データベース１１にあるすべての情報は、アレイ形式で格納さ
れる。各アレイは、映像音声情報再生システム（１００．１～１００．ｎ、図１）のテー
マや構造または特定の機能についての情報を含む。各情報アイテムは、データベース１１
のアレイに含まれる引き数により識別される。１つのアレイにある情報は、別のアレイに
リンクされてよい。このリンクは、少なくとも１つの引き数が２つのアレイに共通すると
きに確立される。
【００５５】
本発明によれば、データベース１１は、映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ
、図１）に直接関する情報、例えば、その動作状態（ＪＵＫ＿ＳＴＡＴＵＳ、図３Ａ）、
その識別番号（ＪＵＫ＿ＩＤ、図３Ｃ）、または利用可能なメモリ空間（ＪＵＫ＿ＡＶＡ
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ＩＬＡＢＬＥ＿ＳＰＡＣＥ、図３Ａ）の情報を表す少なくとも１つの第１のアレイセット
（１１０１、ＪＵＫＥＢＯＸ、図２、図３Ａおよび図３Ｅ）を備える。この第１のアレイ
セット１１０１にある各テーブルは、識別番号（ＪＵＫ＿ＩＤ、図３Ａ）によりこのテー
ブルにおいて識別された映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）を表す
。同様に、第１のアレイセット（１１０１、図３Ａ）にあるテーブルに含まれた情報は、
ジュークボックスからメッセージが受信されるとき更新可能である。これは、データベー
スに含まれる情報が更新される必要があるかを確認するために、受信したメッセージを処
理するサーバ（１０、図１）との通信を確立するとすぐに、ジュークボックスにより行わ
れる。メッセージがジュークボックスの状態の変更に関する情報を含むものであれば、サ
ーバは、受信した変更に関係するジュークボックスの第１のアレイセット（１１０１、図
３Ａ）にあるテーブルの引き数を修正する。
【００５６】
この第１のアレイセット（１１０１、図３Ａ）は、映像音声情報再生装置（１００．１～
１１０．ｎ、図１）で出会う可能性のあるハードウェアおよびソフトウェアの要素に関す
る情報を表す少なくとも１つの第２のアレイセット（１１０２、ＳＯＦＴＷＡＲＥ、ＦＩ
ＲＭＷＡＲＥ、ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ、図３Ｂおよび図３Ｄ）に関係する。第２のアレイセ
ット（１１０２、図３Ｂおよび図３Ｄ）のアレイは、特に、名前（ＰＧＤ＿ＮＡＭＥ、Ｃ
ＯＤ＿ＩＤ、図３Ｂ）、バージョン（ＰＧＭ＿ＶＥＲＳＩＯＮ、図３Ｂ）および各ソフト
ウェアまたはハードウェアコンポーネントのインストール日（ＰＧＭ＿ＲＥＬＥＡＳＥ＿
ＤＴ、図３Ｂ）をアレイ（ＳＯＦＴＷＡＲＥ、図３Ｂ）に備える。第２のアレイ（１１０
２、図３Ｂおよび図３Ｄ）の各列は、ソフトウェアコンポーネントまたはハードウェアコ
ンポーネントに対応する。第２のアレイセット（１１０２、図３Ｂおよび図３Ｄ）にある
少なくとも１つのテーブルと、第１のアレイセット（１１０１、図３Ａおよび図３Ｅ）に
あるテーブルとの間は、映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の番号
を用いてリンクされる。したがって、このリンクを用いて、映像音声情報再生装置（１０
０．１～１００．ｎ）の識別番号を含む列を各第２のアレイで検索することにより、所与
の番号をもつ映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）のすべてのソフト
ウェアおよびハードウェアコンポーネントをサーバが把握できる。
【００５７】
また、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３Ａおよび図３Ｅ）は、映像音声情報再
生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の設定に関する情報を表す第３のアレイセット
（１１０３、ＪＵＫＥ＿ＸＸＸ、ＩＢ＿ＸＸＸ、図３Ａおよび図３Ｃ）にも関係する。第
３のアレイセット（１１０３、ＩＢ＿ＸＸＸ、図３Ａおよび図３Ｃ）にある第１のアレイ
グループが、映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）のすべての動作パ
ラメータを含み、第３のアレイセット（１１０３、ＪＵＫ＿ＸＸＸ、図３Ａおよび図３Ｃ
）にある第２のアレイグループが、第３のアレイセット（１１０３、ＩＢ＿ＸＸＸ、図３
Ａおよび図３Ｃ）のアレイグループに含まれる所与のパラメータセットをもつ各ジューク
ボックスを関連づける。動作パラメータは、テーブル（ＪＵＫ＿ＭＩＸＡＧＥ、図３Ａ）
にあるジュークボックス用に規定されたアンプボリュームを制御するパラメータ、Ｉ－ｂ
ｕｔｔｏｎテーブル（ＩＢ＿ＭＩＸＡＧＥ、図３Ａ）のテーブルにある同じジュークボッ
クス用に規定されたパラメータ、少なくとも一曲の選択にかかる支払価格（ＩＢおよびＪ
ＵＫ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ）に関するパラメータ、サーバ（１０、図１）との遠隔通信リ
ンクパラメータ（ＪＵＫ＿ＩＳＰ）、または映像音声情報再生装置（１００．１～１００
．ｎ、図１）の遠隔制御用の動作パラメータを含む。これらのパラメータは、（ＪＵＫ＿
ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ、図３Ｃ）テーブルのジュークボックス用に規定され、す
べてのジュークボックス用のすべての遠隔制御動作パラメータは、（ＩＢ＿ＲＥＭＯＴＥ
＿ＣＯＮＴＲＯＬ、図３Ｃ）テーブルに規定され、映像音声情報再生装置（１００．１～
１００．ｎ、図１）は、第３のアレイセット（１１０３、図３Ａおよび図３Ｃ）にあるテ
ーブル（ＪＵＫ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ、ＩＢ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ、ＪＵＫ＿ＲＥＭＯＴ
Ｅ＿ＣＯＮＴＲＯＬ、ＩＢ＿ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ、図３Ｃ）と毎回関連付けさ
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れる。テーブルの各列は、所与の番号（ＪＵＫ＿ＩＤ、図３Ａおよび図３Ｃ）をもつ映像
音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）用の動作パラメータを格納する。第
１および第３のアレイセット（１１０３、図３Ａおよび図３Ｃ）との間は、例えば、映像
音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の識別番号を用いてリンクされてよ
い。このようにして、サーバ１０は、このリンクを用いて、決定された映像音声情報再生
装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の番号（ＪＵＫ＿ＩＤ、図３Ａおよび図３Ｃ）を
含むテーブルを各第３のアレイセット（１１０３、図３Ａおよび図３Ｃ）において検索し
て、見つけ出された参照に対応するパラメータのセットをこれらのテーブルの列において
検索することにより、所与の番号をもつ映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ
、図１）のすべての動作パラメータを見つけ出すことができる。同様に、ジュークボック
スからメッセージが受信されたときに、サーバは第３のアレイセット（１１０３、図３Ａ
および図３Ｃ）に含まれる情報を更新することができる。これは、データベースに含まれ
る情報を更新する必要があるかを決定するために、ジュークボックスがサーバとの更新に
入るとすぐに受信メッセージを処理するサーバにより行われる。メッセージが物理パラメ
ータの修正に関する情報を含めば、サーバは新しいテーブルを追加するか、または第３の
アレイセット（１１０３、図３Ａおよび図３Ｃ）に関係するテーブルの列に修正により与
えられる値を置き換える。
【００５８】
また、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３Ａおよび図３Ｅ）は、映像音声情報再
生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）でダウンロードされた曲に関する情報を表す少
なくとも第４のアレイセット（１１０４、ＳＯＮＧ、図２および図３Ａ）にも関係する。
各曲は、特有の番号（ＣＬＴ＿ＩＤ、図２および図３Ａ）により識別される。第４のアレ
イセット（１１０４、図２および図３Ａ）にあるテーブルの各列は、テーブルの最初にあ
る識別子により識別された映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）に格
納された曲を表す。ジュークボックスは、定期的に（例えば、毎日）メッセージをサーバ
に送信する。このメッセージは、ジュークボックスにインストールしたすべての曲のリス
トを含む。したがって、サーバは、受信するリストと、同じジュークボックスから受信し
た前のリストとを比較し、新曲があるか否かをチェックする。新曲があれば、サーバは、
１曲以上の新曲の追加に対応するテーブルをジュークボックスで利用可能なリストに追加
する。
【００５９】
曲識別番号（ＣＬＴ＿ＩＤ、図２および図３Ａ）により第４のアレイセット（１１０４、
ＳＯＮＧ，図２および図３Ａ）に関係する第５のアレイセット（１１０５、ＣＡＴＡＬＯ
ＧＵＥ、図２および図３Ｂ）が、データベースにある各曲の記述を備える。第５のアレイ
（１１０５、図２および図３Ｂ）の各列は、データベース（１１、図１）にある曲の記述
を表す。この第５のアレイセット（１１０５、図２および図３Ｂ）は、特に、オペレータ
のリクエストにより映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）でダウンロ
ードしたい曲が利用可能であるか否かを決定するために用いられる。特に、曲のコピーお
よび演奏に関する同意が得られなければ、曲を入手することはできない。これらの同意が
得られなければ、曲はデータベースに存在するが、ジュークボックスへのダウンロードを
行うために利用不可能である。第１のアレイセット（１１０１、図２および図３Ａ）と、
第４のアレイセット（１１０４、図２および図３Ａ）との間は、映像音声情報再生装置（
１００．１～１００．ｎ、図１）の識別番号（ＪＵＫ＿ＩＤ、図３Ａ）によりリンクされ
る。
【００６０】
また、第４のアレイセット（１１０４、図２および図３Ａ）は、オペレータが特定のテー
ブルのグループにより決定される１曲または複数の曲のダウンロードを禁止するために使
用可能なフィルタに関する情報を表す第６のアレイセット（１１０６、図２および図３Ｂ
）にも関係する。１曲（または複数曲）は、曲の識別番号（ＦＬＴ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ
、図２および図３Ｂ）により識別される特定のテーブルの第１のグループ、曲のアーティ
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スト識別番号（ＦＬＴ＿ＡＲＴＩＳＴ、図２および図３Ｂ）により識別される特定のテー
ブルの第２のグループ、曲を発行する会社の識別番号（ＦＬＴ＿ＬＡＢＥＬ、図２および
図３Ｂ）により識別される特定のテーブルの第３のグループ、または曲が属するカテゴリ
ーの識別番号（ＦＬＴ＿ＣＡＴＥＧＯＲＹ、図３Ｂ）により識別される特定のテーブルの
第４のグループにより識別される。第６のアレイセット（１１０６、図２および図３Ｂ）
にあるテーブルの各グループは、曲、アーティスト、ディスク発行者、またはカテゴリー
の所与のフィルタを表す。また、第６のアレイセット（１１０６、図２および図３Ａ）に
あるテーブル（ＪＵＫ＿ＦＩＬＴＥＲ、図２および図３Ｂ）の１つは、第１のアレイセッ
ト（１１０１、図３Ａ）にリンクされ、各テーブル（ＪＵＫＥＢＯＸ、１１０１、図３Ａ
）にある所与のジュークボックス識別子（ＪＵＫ＿ＩＤ）に関連するフィルタ識別番号（
ＪＵＦ＿ＩＤ）により各ジュークボックスに割り当てられたフィルタの記述（ＪＵＫ＿Ｄ
ＥＳＣ、図３Ｂ）を備える。また、第１のアレイ（１１０１、図３Ａ）は、フィルタ番号
（ＪＵＦ＿ＩＤ）に対応する引き数も含む。したがって、所与のジュークボックスにある
フィルタは、フィルタ番号（ＪＵＦ＿ＩＤ）を含むテーブルを第６のアレイセット（１１
０６、図２および図３Ｂ）において検索することにより規定される。同様に、オペレータ
は、同じフィルタ番号を１つまたは複数の映像音声情報再生システム（１００．１～１０
０．ｎ、図１）に割り当てることができる。
【００６１】
また、第１のアレイ（１１０１、図３Ａおよび図３Ｅ）は、映像音声情報再生システム（
１００．１～１００．ｎ、図１）のオペレータに関する情報を表す第７のアレイセット（
１１０７、ＪＵＫＥ＿ＬＯＣＡＴＩＯＮ、図３Ａ）にも識別子（ＪＵＫ＿ＩＤ）により関
係する。この情報は、特に、各オペレータに固有のテーブル（ＯＰＥＲＡＴＯＲ、図３Ａ
）にアクセスするオペレータ識別子（ＯＰＥ＿ＩＤ、図３Ａ）を備える。第７のアレイセ
ット（１１０７、図３Ａ）の各アレイ（ＷＡＲＥＨＯＵＳＥ、ＡＤＤＲＥＳＳ、ＣＯＮＴ
ＲＡＣＴ、図３Ａ）は、所与のオペレータに関連するテーブルに対応する。第１のアレイ
（１１０１、図３Ａ）と第７のアレイ（１１０７、図３Ａ）との間は、オペレータ識別子
（ＯＰＥ＿ＩＤ）により関係付けられる。したがって、これを達成するために、第１のア
レイ（１１０１、図３Ａ）は、ジュークボックス位置決めテーブル（ＪＵＫＥ＿ＬＯＣＡ
ＴＩＯＮ、図３Ａ）において映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の
所有者または賃借者のオペレータに対応する関連する引き数（ＯＰＥ＿ＩＤ）を見つけ出
すために使用される引き数（ＪＵＫ＿ＩＤ）を含む。したがって、特に、このような関係
により、所与のオペレータ番号のオペレータにより管理される映像音声情報再生装置（１
００．１～１００．ｎ、図１）の番号をサーバが決定できる。また、第７のアレイセット
（１１０７、図３Ａ）にある（ＪＵＫＥ＿ＬＯＣＡＴＩＯＮ、図３Ａ）テーブルは、イン
ストール条件がレンタルの場合、ジュークボックのインストール日（ＪＵＬ＿ＳＴＡＲＴ
＿ＤＴ）と、レンタル満了日とを含む。
【００６２】
また、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３Ａおよび図３Ｅ）は、映像音声情報再
生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）用のログに関する情報を表す第８のアレイセッ
ト（１１０８、図３Ａおよび図３Ｅ）にも関係する。この情報は、実際、各映像音声情報
再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）で起こるすべてのイベントを表し、特に、曲
が演奏される度に、第８のアレイセット（１１０８、ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ、図３Ａ）にある
テーブルに列が書き込まれる。同様に、映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ
、図１）にお金が投入される度に、例えば、同じタイプ（ＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧ、図３Ａ
）の別の列に新しい列が書き込まれる。特に、これらのアレイにおいて収集された情報は
、演奏曲のアーティスト、発行者またはライターに支払うべき料金を計算し、さらに所定
の映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）で、一日、一週間または所与
の期間中にどの曲が演奏されたかを正確に把握するために使用される。
【００６３】
例えば、料金計算に関する情報は、第８のアレイセット（１１０８、図３Ｅおよび図３Ａ
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）に関係するテーブル（ＪＵＫＥ＿ＤＡＹ＿ＲＥＰＯＲＴ、図３Ｆ）のグループからなる
第９のアレイセット（１１０９、図３Ｆ）に中央集中化されてよい。第８のアレイセット
（１１０８、ＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧ、ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ、図３Ｅおよび図３Ａ）は、サー
バとジュークボックスとの間の通信のセットアップ中にサーバがログファイルを受信する
度に更新される。ジュークボックスにより送信されるログファイルに含まれる各イベント
は、サーバにより処理される。この処理は、各イベントごとに第８のアレイセットにある
テーブル（１１０８、ＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧ、ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ、図３Ａおよび図３Ｅ）
の１つに列を追加することからなる。例えば、２つのカテゴリー内にイベントが格納され
てよい。第１のイベントは、ジュークボックスで演奏される曲であり、アレイグループ（
ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ、図３Ａ、図３Ｅおよび図３Ｆ）に記憶され、第２のイベントは、例え
ば、支払手段へのお金の投入など、ジュークボックスに起こった他の動作であり、図３Ａ
および図３ＥにあるアレイのＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧグループに記憶される。
【００６４】
同様に、ジュークボックスで作成された曲のコピーは、曲の発行者に対するロイヤルティ
支払により支払われる。これを行うために、第４および第５のアレイセット（１１０４、
１１０５、図３Ａ、図３Ｂおよび図２）は、各ジュークボックスでの曲数を決定するのに
必要なすべての情報を備える。第４のアレイセット（ＳＯＮＧ、１１０４、図３Ａ）は、
各ジュークボックスに格納されたすべての曲のリストを含む。第１のテーブルセット（Ｍ
ＡＳＴＥＲ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ）が、各ジュークボックスに最初にインストールされた
曲のリストを決定するために使用され、第５のアレイセット（ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ）は、
各曲を識別し、特に、各曲のロイヤルティの額やその受取人を決定するために使用される
。その後、第７のアレイセット（１１０７、図３Ａ）にあるアレイ（ＣＯＮＴＲＡＣＴ、
図３Ａ）を使用することにより、ロイヤルティが割り当てられる。
【００６５】
最後に、ジュークボックスオペレータは、ジュークボックスを使用する度に料金を課金さ
れるであろう。この固定料金は、第８のアレイセットにあるテーブルグループ（１１０８
、ＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧ、図３Ａおよび図３Ｅ）を用いて請求される。このテーブルグル
ープにおける各テーブルは、各ジュークボックスで起こるイベントに対応する。したがっ
て、ジュークボックスにお金が投入される度に、別のテーブルが追加される。この第８の
アレイセットは、毎日およびオペレータの各ジュークボックスごとに各ジュークボックス
内に投入されるお金を規定する第９のアレイセット（１１０９、ＪＵＫＥＢＯＸ＿ＲＥＰ
ＯＲＴ、図３Ｆ）におけるテーブルグループに関係する。同様に、一日の間に実行される
動作の詳細は、第９のアレイセット（１１０９、ＪＵＫＥＢＯＸ＿ＲＥＰＯＲＴ、図３Ｆ
）における別のテーブルグループにより各ジュークボックスごとに決定可能である。
【００６６】
また、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３Ａおよび図３Ｅ）は、少なくとも１つ
の決定された映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）に送信される命令
に関する情報を表す少なくとも１つの第１０のアレイセット（１１１０、ＩＮＳＴＲＵＣ
ＴＩＯＮ、図３Ｆ）にも関係する。第１０のアレイセット（１１１０、ＩＮＳＴＲＵＣＴ
ＩＯＮ＿ＤＥＦ、図３Ｆ）にある少なくとも１つのテーブルグループは、命令の記述（Ｉ
ＮＳ＿ＤＥＳＣ、図３Ｆ）を含む。同様に、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３
Ａおよび図３Ｆ）と、第１０のアレイセット（１１１０、図３Ｆ）との間は、映像音声情
報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）の識別番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）を用いて関係
付けられる。したがって、決定された映像音声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、
図１）用のすべての命令は、サーバにより収集され、サーバとの通信が確立されると、識
別されたジュークボックスでダウンロード可能である。例えば、これらの命令は、映像音
声情報再生装置（１００．１～１００．ｎ、図１）にインストールされた少なくとも１つ
のソフトウェアの更新（ＩＮＳ＿ＳＯＦＴＷＡＲＥ、図３Ｆ）、映像音声情報再生装置（
１００．１～１００．ｎ、図１）のオペレータにより注文された新曲のダウンロード（Ｉ
ＮＳ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ、ＩＮＳ＿ＡＬＢＵＭ、図３Ｆ）、または映像音声情報再生装
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置（１００．１～１００．ｎ、図１）の動作パラメータの修正（ＩＮＳ＿ＩＢＵＴＴＯＮ
）であってよい。ジュークボックス識別（ＪＵＫ＿ＩＤ）と、このジュークボックスに送
信される命令の識別（ＩＮＳ＿ＩＤ）とを含むテーブルグループ（１１１０、ＩＮＳＴＲ
ＵＣＴＩＯＮ、図３Ｆ）は、第１０のアレイセット（１１１０、図３Ｆ）に格納された命
令がサーバ１０との通信を確立したばかりの映像音声情報再生装置（１００．１～１００
．ｎ、図１）により使用されるか否かを検証するために、映像音声情報再生装置（１００
．１～１００．ｎ、図１）がサーバとの通信を確立するときにサーバ１０により体系的に
読み出される。第１０のアレイセットにおける種々のテーブルグループとの間は、命令識
別番号（ＩＮＳ＿ＩＤ）を用いてリンクされる。第１０のアレイセット（１１１０、図３
Ｆ）に含まれる命令のセットは、これらの命令がジュークボックスに実際に適用される日
の前にデータベースに準備され格納されてよい。これらの命令は、ジュークボックスがサ
ーバ１０との通信を確立するときである必要とされる適用日になるまで、ジュークボック
スには実際に送信されない。
【００６７】
第１のアレイセット１１０１は、第１１のアレイセット（１１１１、図３Ｂ）にあるテー
ブルの１つへのアクセス引き数ＰＲＩ＿ＩＤを示す（ＰＲＩＣＩＮＧ、図３Ｂ）テーブル
を介してＪＵＫ＿ＩＤによりジュークボックスでのプロモーション動作の設定に関する情
報を表す少なくとも１つの第１１のアレイセット（１１１１、ＪＵＫＥ＿ＰＲＯＭＯＴＩ
ＯＮ、図３Ｂ）に関係する。これらの動作は、主に、ジュークボックスでインストールさ
れた数曲の価格を修正することからなる。例えば、プロモーションに関係する曲が、ジュ
ークボックスオペレータ以外のプロモータにより注文されてよい。例えば、これらの曲は
注文可能であり、これらの曲の配給料金は、オペレータではなくプロモータにより支払わ
れてよい。プロモーションが行われている曲に関する情報は、第１１のアレイ（１１１１
、ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥ、図３Ｂ）の１つに含まれる。同様に、プロモーションに含ま
れる曲の価格修正は、第１１のアレイ（１１１１、ＰＲＩＣＩＮＧ、図３Ｂ）の１つに含
まれる。プロモータにより注文された曲は、プロモーションに含まれた曲の識別子（ＣＴ
Ｌ＿ＩＤ）をグループ化するテーブル（ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ、
図３Ｂ）を利用するごとに支払われる。このテーブルは、プロモーションの記述を含むテ
ーブル（ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ、図３Ｂ）で曲のグループを識別する引き数（ＰＰＫ＿ＩＤ
、図３Ｂ）により関係付けされる。また、このテーブル（ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ、図３Ｂ）
は、プロモータを識別するために使用可能である。したがって、ロイヤルティを計算する
間（上述したように）、ジュークボックスで演奏された曲の識別子がテーブルに含まれて
いるかを決定するために、テーブル（ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ、図
３Ｂ）を参照する。ジュークボックスで演奏される曲の識別子がこのテーブルに属するも
のであれば、曲が属するプロモーションの識別子（ＰＲＯ＿ＩＤ、図３Ｂ）に対応するプ
ロモータにロイヤルティが請求されるであろう。
【００６８】
以下、図３Ａ～図３Ｆを参照して、データベースにある複数の特定テーブルグループにつ
いて、非制限的に記載する。
【００６９】
ＡＣＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第８のアレイセット（１１０８、図３Ａおよび図
３Ｆ）に属し、ジュークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）に関連する特定テーブルグループＳＹ
ＳＴＥＭ＿ＬＯＧ（以下に記載）において用いられるアクションの定義を含む。各アクシ
ョンは、コード（ＡＣＴ＿ＣＯＤ）によりＡＣＴＩＯＮ特定テーブルグループにおいて識
別される。同様に、各ＡＣＴＩＯＮ特定テーブルは、特定のアクションに対応する。した
がって、例えば、アクションコード（ＡＣＴ＿ＣＯＤＥ）が「Ｍ」に等しいＡＣＴＩＯＮ
テーブルは、ジュークボックスに所与の金額を投入することからなるアクションの記述を
含む。
【００７０】
ＡＤＤＲＥＳＳ特定テーブルグループは、第７のアレイセット（１１０７、図３Ａ）に属
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し、本発明によるシステムにかかわるさまざまな人、言い換えれば、オペレータ、ディス
ク発行者、アーティストのすべてのアドレスを含む。各テーブルは、種々のアドレス識別
子（ＡＤＲ＿ＩＤ）に対応する。１つのアドレス（ＡＤＲ＿ＡＤＤＲＥＳＳ＿１）は、複
数の演奏者に対して同一のものであってよく、異なるテーブルに見い出されるものであっ
てよい。
【００７１】
ＡＬＢＵＭ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図２および図３）
に属し、曲バンクに含まれるアルバムに関するすべての情報、言い換えれば、アルバム名
（ＡＬＢ＿ＮＡＭＥ）、メインアーティスト（ＡＲＴ＿ＩＤ）およびディスク発行者（Ｌ
ＡＢ＿ＩＤ）を含む。各アルバムは、固有の番号（ＡＬＢ＿ＩＤ）により識別される。こ
のテーブルグループにある１つの特定テーブルは、アルバムの識別を含む。
【００７２】
ＡＲＴＩＳＴ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図２および図３
Ｂ）に属し、例えば、曲の演奏およびコピーの同意の許可など、曲のアーティストおよび
／または発行者および／またはライターに関する情報を含む。このテーブルグループにお
ける１つの特定テーブルは、アーティスト、発行者またはライターの識別を含む。
【００７３】
図３Ｅに示されているＢＵＧ＿ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ、ＢＵＧ＿ＥＲＲＯＲ＿ＭＳＧ、ＢＵ
Ｇ＿ＪＵＫＥＢＯＸ、ＢＵＧ＿ＫＥＹ＿ＷＯＲＤ、ＢＵＧ＿ＰＲＯＧＲＡＭ、ＢＵＧ＿Ｒ
ＥＦＥＲＥＮＣＥ、ＢＵＧ＿ＲＥＰＯＲＴ、ＢＵＧ＿ＳＯＬＵＴＩＯＮ、ＢＵＧ＿ＳＵＧ
ＧＥＳＴＩＯＮアレイは、ジュークボックスの遠隔管理またはジュークボックスプログラ
ムまたはコンポーネントの動作において起こる誤動作の解決策をアーカイブし、見い出し
、または提案するために使用される。
【００７４】
ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図２、図
３Ａおよび図３Ｂ）に属し、データベースに含まれる曲に関する情報を含む。このテーブ
ルグループにあるテーブルが曲を識別する。特に、各テーブルは、曲名（ＣＬＴ＿ＳＯＮ
Ｇ＿ＮＡＭＥ）と曲の長さ（ＣＬＹ＿ＬＥＮＧＴＨ）を含む。
【００７５】
ＣＡＴＥＧＯＲＹ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図３Ａおよ
び図３Ｂ）に属し、曲のカテゴリーリスト、言い換えれば、カテゴリー名（ＣＴＧ＿ＴＹ
ＰＥ）、その記述（ＣＴＧ＿ＤＥＳＣ）および識別番号（ＣＴＧ＿ＩＤ）を含む。カテゴ
リーは、所与のタイプのすべての曲を含み、例えば、ジャズソングのカテゴリーもあれば
、クリスマスキャロルのカテゴリーもある。
【００７６】
ＣＯＬＬＡＢＯＲＡＴＯＲ特定テーブルグループは、第８のアレイセット（１１０８、図
３Ａおよび図３Ｂ）に属し、曲のライターの名前を含む。ライターを示すために、所定値
、例えばＷの引き数（ＣＯＬ＿ＴＹＰＥ）が割り当てられる。このような区別は、ロイヤ
ルティを計算するために使用される。
【００７７】
図３Ｅに示すＣＯＭＭＡＮＤ特定テーブルグループは、サーバとジュークボックスの間の
通信が確立されたとき、それらの間で交換されるすべてのコマンドを含む。このテーブル
グループのテーブルは、コマンドに対応する。
【００７８】
図３Ｂに示すＣＯＭＰＯＮＥＮＴ特定テーブルグループは、ジュークボックスにインスト
ールされてよいすべてのハードウェアコンポーネントのリストを含む。特に、各テーブル
は、各コンポーネントのシリアルナンバー（ＣＯＭ＿ＳＥＲＩＡＬ＿ＮＯ）とそのインス
トール日（ＣＯＭ＿ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）を含む。
【００７９】
ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＤＥＦ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、
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図３Ｂおよび図３Ｄ）に属し、ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ特定テーブルグループにリストされた
すべてのコンポーネントの正確な記述を含む。特に、このテーブルグループの各テーブル
は、コンポーネントのコスト（ＣＯＤ＿ＣＯＳＴ）と、サプライヤ識別（ＣＯＤ＿ＶＥＮ
ＤＯＲ＿ＣＯＤＥ）を含む。
【００８０】
ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＩＮＣＯＭＰＡＴ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（
１１０２、図３Ｂおよび図３Ｄ）に属し、ジュークボックスにインストールされ得るさま
ざまなハードウェアコンポーネント間のあらゆる非互換性に関する情報を含む。
【００８１】
ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＵＰＧＲＡＤＥ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１
１０２、図３Ｂおよび図３Ｄ）に属し、ＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＤＥＦ特定テーブルグルー
プに対して行われるすべての修正のトレースを維持するために使用される。
【００８２】
図３Ａに示す第７のアレイセット１１０７に属するＣＯＮＴＡＣＴ特定テーブルグループ
は、各曲が演奏される度にロイヤルティを受け取る人を規定するために使用される。
【００８３】
ＣＬＴ＿ＣＡＴＥＧＯＲＹ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図
３Ａおよび図３Ｂ）に属し、曲をＣＡＴＥＧＯＲＹ特定テーブルグループに規定される少
なくとも１つのカテゴリーに関連付けるために使用される。
【００８４】
ＥＶＥＮＴ特定テーブルグループは、第１０のアレイセット（１１１０、図３Ｆ）に属し
、ＥＶＥＮＴ＿ＤＥＦ特定テーブルグループに規定される所与の時間に命令が実行される
ように、命令をグループ（以下に規定）内に入れるために使用される。
【００８５】
ＥＸＥＣＵＴＥＤ＿ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第１０のアレイセ
ット（１１１０、図３Ｆ）に属し、関係するジュークボックスで命令が実行されたときに
命令をアーカイブするために使用される。
【００８６】
図３Ｅに示すＦＩＬＥ＿ＲＥＣＥＰＴＩＯＮ特定テーブルグループは、サーバとジューク
ボックス間が通信している間、ジュークボックスから受信されたすべてのテキストファイ
ルを含む。
【００８７】
ＦＩＲＭＷＡＲＥ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ｂおよ
び図３Ｄ）に属し、ＣＯＭＰＯＮＥＮＴテーブルグループにおいて記述されるハードウェ
アコンポーネントと、そのコンポーネントで動作するようにされたＰＲＯＧＲＡＭテーブ
ルグループにおいて記述されるソフトウェアとを関連付けるために使用される。
【００８８】
ＦＬＴ＿ＡＲＴＩＳＴ特定テーブルグループは、第６のアレイセット（１１０６、図３Ｂ
）に属し、ジュークボックスにインストールされたアーティストに適用可能なフィルタの
定義を含む。これらのフィルタは、ジュークボックスで曲がダウンロードされる度に読み
出されるため、フィルタに属するアーティストの曲は、フィルタにより関係するジューク
ボックスにダウンロードされない。このテーブルグループにある各テーブルは、所与のフ
ィルタ（ＪＵＦ＿ＩＤ）および所与のアーティスト（ＡＲＴ＿ＩＤ）に対応する。
【００８９】
図３Ｂに示されるＦＬＴ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループは、前のグループに
類似するが、フィルタは曲に適用される。
【００９０】
図３Ｂに示されるＦＬＴ＿ＣＡＴＥＧＯＲＹ特定テーブルグループは、前のグループに類
似するが、フィルタは曲のカテゴリーに適用される。
【００９１】
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図３Ｂに示されるＦＬＴ＿ＬＡＢＥＬ特定テーブルグループは、前のグループに類似する
が、フィルタはディスク発行者（レーベル）に適用される。
【００９２】
図３Ｆに示されるＩＢＵＴＴＯＮ＿ＩＮＤＥＸ特定テーブルグループは、Ｉｂｕｔｔｏｎ
（上記に規定）の要素の識別と、データベースにある同じ要素の識別との間のリンクを確
立する。
【００９３】
ＩＢ＿ＣＲＥＤＩＴ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１０３、図３Ａお
よび図３Ｃ）に属し、ジュークボックスで使用されることがあるフリークレジットに関す
る情報を含み、この情報はジュークボックスのＩｂｕｔｔｏｎに含まれる。ジュークボッ
クスで曲が演奏される前に、支払うべき金額をクレジットが示す。この情報は、クレジッ
トの最大利用可能数、特にいくつのクレジットが利用可能であるかを決定するために使用
される。このテーブルグループにある各テーブルは、特定のクレジットタイプに適用可能
である。
【００９４】
ＩＢ＿ＩＳＰ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１０３、図３Ａおよび図
３Ｃ）に属し、インターネットへ接続するのに必要な情報を含み、この情報はジュークボ
ックスのＩｂｕｔｔｏｎに含まれる。このテーブルグループの各テーブルは、特に、接続
パラメータ（ＩＳＰ＿ＳＥＲＶＥＵＲ＿ＩＰ＿ＡＤＤＲＥＳＳ、・・）、ユーザ名（ＩＳ
Ｐ＿ＬＯＧＩＮ＿ＮＡＭＥ）、パスワード（ＩＳＰ＿ＰＡＳＳＷＯＲＤ）およびインター
ネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）の電話番号（ＩＳＰ＿ＰＨＯＮＥ＿ＮＯ）を含む。
各テーブルは、所与のサービスプロバイダとの所与の接続に対応する。
【００９５】
ＩＢ＿ＭＩＸＡＧＥ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１０３、図３Ａお
よび図３Ｃ）に属し、ジュークボックスのサウンド設定に関するすべての情報を含み、こ
の情報はジュークボックスのＩｂｕｔｔｏｎに含まれる。このテーブルグループのテーブ
ルは、所与のサウンド設定に対応する。
【００９６】
ＩＢ＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＥＴＴＩＮＧ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１
０３、図３Ａおよび図３Ｂ）に属し、Ｉｂｕｔｔｏｎに含まれるジュークボックスの設定
に関するすべての情報を含む。このテーブルグループの各テーブルは、特に、ジュークボ
ックス言語（ＳＥＴ＿ＬＡＮＧＵＡＧＥ）、電話線の利用可能性（ＳＥＴ＿ＬＩＮＥ＿Ａ
ＶＡＩＬ＿ＳＴＡＲＴ＿ＴＩＭＥ、ＳＥＴ＿ＬＩＮＥ＿ＡＶＡＩＬ＿ＥＮＤ＿ＴＩＭＥ）
と、Ｉｂｕｔｔｏｎのバージョン（ＳＥＴ＿ＩＢ＿ＶＥＲＳＩＯＮ）とを備える。各テー
ブルは、所定パラメータのセットに対応する。
【００９７】
ＩＢ＿ＰＡＳＳＷＯＲＤ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１０３、図３
Ａおよび図３Ｂ）に属し、ジュークボックスが動作可能なようにジュークボックスに割り
当てられるパスワードを含む。
【００９８】
ＩＢ＿ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１
１０３、図３Ａおよび図３Ｂ）に属し、ジュークボックスを動作させるように使用可能な
遠隔制御用の設定パラメータを含む。これらのパラメータは、ジュークボックスのＩｂｕ
ｔｔｏｎに記憶されるパラメータに対応する。
【００９９】
ＩＢ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ特定テーブルグループは、第３のアレイセット（１１０３、図
３Ａおよび図３Ｂ）に属し、１曲または複数の曲を選択可能なように、ジュークボックス
に支払われる価格の設定を含む。
【０１００】
すべてのＩＢ＿ＸＸＸテーブルグループは、本発明によるシステムにより管理されるジュ
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ークボックスのすべての可能な設定を含む。特定の設定の割り当て、言い換えれば、テー
ブルグループＩＢ＿ＸＸＸにある特定のテーブルを所与のジュークボックス（ＪＵＫ＿Ｉ
Ｄ）に割り当てることは、別の特定テーブルグループＪＵＫ＿ＸＸＸ（以下に記載）によ
り行われる。
【０１０１】
ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第１０のアレイセット（１１１０、図
３Ｆ）に属し、ジュークボックスに送信すべきすべての命令を含む。各命令は、番号（Ｉ
ＮＳ＿ＩＤ）により規定され、宛先ジュークボックスは、その番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）によ
り識別される。このテーブルグループにある各テーブルは、ジュークボックスに送信され
る命令に対応する。また、各テーブルは、コード（ＩＮＳ＿ＣＯＤＥ）を介して命令タイ
プを決定するために使用されてもよい。また、各テーブルは、サーバ１０がジュークボッ
クスへの命令の送信が可能になる開始日（ＩＮＳ＿ＴＡＲＧＥＴ＿ＤＴ）を備える。した
がって、前もってジュークボックスに送信される命令を準備し格納することができる。
【０１０２】
ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ＿ＤＥＦ特定テーブルグループは、第１０のアレイセット（１１
１０、図３Ｆ）に属し、すべての命令タイプの記述を備える。このテーブルグループとＩ
ＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ特定テーブルグループとの間は、命令コードＩＮＳ＿ＣＯＤＥを用
いてリンクされる。
【０１０３】
ＩＮＳ＿ＡＬＢＵＭ特定テーブルグループは、第１０のアレイセット（１１１０、図３Ｆ
）に属し、アルバムの追加、修正または削除に関する命令を含む。各テーブルは、テーブ
ルに対応する命令が完全に実行されたことを保証する引き数（ＩＡＬ＿ＥＸＥＣＵＴＩＯ
Ｎ＿ＤＴ）を備える。
【０１０４】
図３Ｆに示されているＩＮＳ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループは、前の特定テ
ーブルグループに類似しているが、命令は曲に関する。
【０１０５】
図３ＦにあるＩＮＳ＿ＩＢＵＴＴＯＮ特定テーブルグループは、上述した特定のテーブル
グループに類似しているが、命令は、Ｉｂｕｔｔｏｎに格納されたパラメータの修正に関
係する。
【０１０６】
図３Ｆに示されたＩＮＳ＿ＳＯＦＴＷＡＲＥ特定テーブルグループは、命令がソフトウェ
アに関係すること以外、前の特定テーブルグループに類似している。
【０１０７】
ＩＮＳ＿ＪＥＥＰ＿ＳＣＲＩＰＴ特定テーブルグループは、第１０のアレイセット（１１
１０、図３Ｆ）に属し、ジュークボックスでの指示の実行に関する命令を含む。指示によ
り、ジュークボックスでのファイルの作成、移動、名の変更、または削除が行われてよい
。また、このアレイは、実行される動作に対応するコマンドラインを備える。
【０１０８】
ＪＵＫＥＢＯＸ特定テーブルグループは、第１のアレイセット（１１０１、図２、図３Ａ
および図３Ｅ）に属し、ジュークボックスのインストールに関する情報を含む。このテー
ブルグループにある各テーブルは、特に、ジュークボックスの識別番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）
、その開始日（ＪＵＫ＿ＩＮＳＴＡＬＬＡＴＩＯＮ＿ＤＴ）、その状態（ＪＵＫ＿ＳＴＡ
ＴＵＴ）などを備える。各テーブルは、ネットワーク上のジュークボックスの記述に対応
する。
【０１０９】
ＪＵＫＥＢＯＸ＿ＬＯＣＡＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第７のアレイセット（１１
０７、図３Ａ）に属し、ジュークボックスの場所とジュークボックスを貸し出す会社に関
するすべての情報を含む。
【０１１０】
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ＪＵＫ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ特定テーブルグループは、ジュークボックスとサーバとの
間の通信のすべての開始日および終了日をアーカイブするために使用されてよい。
【０１１１】
ＪＵＫ＿ＣＲＥＤＩＴ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ａ
および図３Ｂ）に属し、特定のジュークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）にクレジットが割り当
てられるように、特定のテーブルグループＩＢ＿ＣＲＥＤＩＴとリンクするために使用さ
れてよい。また、このテーブルグループは、ジュークボックスで有効であったが、許可さ
れていないクレジットの異なる構成をアーカイブするために使用されてよい。所与のジュ
ークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）の現在の有効設定は、最新の日にち（ＪＣＲ＿ＳＴＡＲＴ
＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他のテーブルは、アーカイブとして保持される
。
【０１１２】
ＪＵＫ＿ＦＩＬＴＥＲ特定テーブルグループは、第６のアレイセット（１１０６、図３Ｂ
）に属し、ジュークボックスでインストールされるすべてのフィルタの記述を含む。この
テーブルグループの各テーブルは、固有番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）により識別されたフィルタ
に対応する。
【０１１３】
ＪＵＫ＿ＩＳＰ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ａおよび
図３Ｃ）に属し、特定のジュークボックス（ＪＵＫＥ＿ＩＤ）の接続を構成するために、
ＩＢ＿ＩＳＰ特定テーブルグループとリンクする。また、このテーブルグループは、ジュ
ークボックスで有効であったが、許可されていない種々の接続設定をアーカイブするため
に使用される。所与のジュークボックス（ＪＵＫＥ＿ＩＤ）の現在の有効設定は、最新の
日にち（ＪＩＳ＿ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他のテーブルは、
アーカイブとして保持される。
【０１１４】
ＪＵＫ＿ＭＩＸＡＧＥ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ａ
および図３Ｃ）に属し、ＩＢ＿ＭＩＸＡＧＥ特定テーブルグループと特定のジュークボッ
クス（ＪＵＫ＿ＩＤ）でのサウンド設定との間をリンクするために使用される。また、こ
のテーブルグループは、ジュークボックスで有効であったが、許可されていない種々のサ
ウンド設定をアーカイブする。所与のジュークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）で現在の有効設
定は、最新の日にち（ＪＭＩ＿ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他の
テーブルは、アーカイブとして保持される。
【０１１５】
ＪＵＫ＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＥＴＴＩＮＧ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１
１０２、図３Ａおよび図３Ｃ）に属し、ＩＢ＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＥＴＴＩＮＧ特定テーブル
グループとジュークボックスの設定との間をリンクする。また、このテーブルグループは
、ジュークボックスで有効であったが、許可されていない種々の設定をアーカイブするた
めに使用される。所与の（ＪＵＫ＿ＩＤ）で現在の有効設定は、最新の日にち（ＪＯＴ＿
ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他のテーブルは、アーカイブとして
保持される。
【０１１６】
ＪＵＫ＿ＰＡＳＳＷＯＲＤ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図
３Ａおよび図３Ｃ）に属し、ＩＢ＿ＰＡＳＳＷＯＲＤ特定テーブルグループとジュークボ
ックスとの間をリンクするために使用される。このテーブルグループにある各テーブルは
、その番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）を用いて所与のジュークボックスにパスワードのセットを割
り当てるために使用される。また、このテーブルグループは、ジュークボックスで有効で
あったが、許可されていない種々のパスワードのセットをアーカイブするために使用され
る。所与のジュークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）で現在の有効設定は、最新の日にち（ＪＰ
Ｗ＿ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他のテーブルは、アーカイブと
して保持される。
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【０１１７】
ＪＵＫ＿ＰＲＩＣＩＮＧ特定テーブルは、第１１のアレイセット（１１１１、図２および
図３Ｂ）に属し、ＰＲＩＣＩＮＧアレイ（上述）と番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）により規定され
るジュークボックスとの間をリンクするために使用される。このテーブルグループの各テ
ーブルは、ＰＲＩＣＩＮＧ特定テーブルグループに規定されたプロモーション期間を、識
別子（ＪＵＫ＿ＩＤ）により規定されるジュークボックスに割り当てるために使用される
。
【０１１８】
ＪＵＫ＿ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ特定テーブルは、第１１のアレイセット（１１１１、図２お
よび図３Ｂ）に属し、ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ特定テーブルグループ（下述）とジュークボッ
クスとの間をリンクするために使用される。このテーブルグループの各テーブルは、特定
プロモーション（ＰＲＯＤ－ＩＤ）を、識別子（ＪＵＫ＿ＩＤ）により規定されるジュー
クボックスに割り当てるために使用される。
【０１１９】
ＪＵＫ＿ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（
１１０２、図３Ｂ）に属し、ＩＢ＿ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ特定テーブルグループ
とジュークボックスとの間をリンクするために使用される。このテーブルグループの各テ
ーブルは、特定の設定（ＲＥＭ＿ＩＤ）を番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）により規定されるジュー
クボックスの遠隔制御に割り当てるために使用される。また、このテーブルグループは、
ジュークボックスで有効であったが、許可（ａｕｔｈｏｒｉｚｅｄ）されてはいない遠隔
制御の種々の設定をアーカイブするように使用される。
【０１２０】
ＪＵＫ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、
図３Ａおよび図３Ｂ）に属し、ＩＢ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ特定テーブルグループとジュー
クボックスとの間をリンクするために使用される。このアレイは、特定の曲の価格（ＣＯ
ＳＴ＿ＩＤ）の選択を番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）で規定されるジュークボックスに割り当てる
ために使用される。また、このアレイは、ジュークボックスで有効であったが、許可され
てはいない種々の価格の選択をアーカイブするために使用される。所与のジュークボック
ス（ＪＵＫ＿ＩＤ）の現在の有効設定は、最新の特定テーブル（ＪＲＭ＿ＳＴＡＲＴ＿Ｄ
Ｔ）に含まれる。他のテーブルは、アーカイブとして保持される。
【０１２１】
ＬＡＢＥＬ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図３Ａおよび図３
Ｂ）に属し、データベースに含まれるディスク発行者の全配給名を記述する。このテーブ
ルグループの各テーブルは、特に、ディスク発行者のアドレスの識別子（ＡＤＲ＿ＩＤ）
、ＡＤＤＲＥＳＳ特定テーブルグループに格納されている全アドレス、識別番号（ＬＡＢ
＿ＩＤ）およびディスク発行者名を含む。
各テーブルは、ディスク発行者に対応する。
【０１２２】
ＬＡＢＥＬ＿ＲＯＹＡＬＴＹ特定テーブルグループは、第９のアレイセット（１１０９、
図３Ｆ）に属し、ディスク発行者に支払うべき料金を計算するのに必要な情報を含む。テ
ーブルグループの各テーブルは、ジュークボックスで生じる曲の全配給を記憶するＰＬＡ
Ｙ＿ＬＯＧアレイ（以下に記載）に特にリンクされる。このリンクは、ジュークボックス
識別番号によりなされる。
【０１２３】
ＬＯＧＩＮ＿ＳＣＲＩＰＴ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図
３Ｂおよび図３Ｄ）に属し、インターネットサービスプロバイダに関連する始動スクリプ
トを含む。
【０１２４】
ＬＯＧ＿ＲＥＣＥＰＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第８のアレイセット（１１０８、
図３Ａおよび図３Ｅ）に属し、サーバにより受信されるジュークボックスにある全ログフ
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ァイルをアーカイブするために使用される。このテーブルグループの各テーブルは、特に
、ログファイルを送信するジュークボックスの番号（ＪＵＫ＿ＩＤ）、受信日（ＬＯＧ＿
ＲＥＣＥＩＶＥ＿ＤＴ）および送信ファイル（ＬＯＧ＿ＦＩＬＥ）を含む。
【０１２５】
ＭＡＳＴＥＲ特定テーブルグループは、第５のアレイセット（１１０５、図３Ａおよび図
３Ｂ）に属し、ジュークボックスで利用可能な曲のリスト開始点をなすものであってよい
同じスタイルの約７５０曲のリストを規定する。テーブルグループの各テーブルは、特に
、各リストの識別番号（ＭＡＳ＿ＩＤ）、リストの記述（ＭＡＳ＿ＤＥＳＣ）およびリス
トのタイプ（ＭＡＳ＿ＴＹＰＥ）を含む。ＭＡＳＴＥＲ特定テーブルグループにおいて識
別されるリストをなす曲名は、ＭＡＳＴＥＲ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループ
に含まれる。
【０１２６】
図３Ｅに示されているＭＯＤＥＭ＿ＳＴＲＩＮＧ特定テーブルグループは、ジュークボッ
クスモデムの初期化に必要なテキストストリングを含む。このアレイは、ジュークボック
スの設定、特に、モデムの設定を含むＩＢ＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＴＲＩＮＧテーブルグループ
に関連する。
【０１２７】
ＯＰＥＲＡＴＯＲ特定テーブルグループは、第７のアレイセット（１１０７、図３Ａおよ
び図３Ｆ）に属し、本発明による装置によりジュークボックスを管理させた全オペレータ
に関するすべての情報を含む。オペレータとは、１つまたは複数のジュークボックスをレ
ンタルするユーザである。詳細には、各テーブルグループは、各オペレータの固有識別子
（ＯＰＥ＿ＩＤ）と、各オペレータの名前（ＯＰＥ＿ＮＡＭＥ）とを含む。また、各テー
ブルは、各オペレータがレンタルするジュークボックスにインストールしたいデフォルト
設定を含む。デフォルト設定は、上述した設定テーブルグループ（ＩＢ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯ
ＳＴ、ＩＢ＿ＲＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ、ＩＢ＿ＣＲＥＤＩＴ、ＩＢ＿ＩＳＰ、ＩＢ
＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＥＴＩＮＧ、ＩＮ＿ＭＩＸＡＧＥ）の種々のテーブルに各テーブルを関
係させる（ＣＯＳ＿ＩＤ、ＲＥＭ＿ＩＤ、ＣＲＥ＿ＩＤ、ＩＳＰ＿ＩＤ、ＳＥＴ＿ＩＤ、
ＭＩＸ＿ＩＤ）識別子により識別される。
【０１２８】
図３Ａに示されるＯＲＤＥＲＩＮＧ特定テーブルグループは、ジュークボックスを介して
、またはサーバとの直接通信を介してオペレータにより注文された全曲を含む。このテー
ブルグループの各テーブルは、注文された曲（ＣＴＬ＿ＩＤ）に対応する。ジュークボッ
クスに曲が送信されるとすぐに、送信された曲に対応するテーブルは、サーバ１０により
消去される。
【０１２９】
ＰＡＣＫＡＧＥ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ｂおよび
図３Ｄ）に属し、ジュークボックスでインストールされたプログラムグループに関する情
報を含む。これらのグループの構成は、ＰＡＣＫＡＧＥ＿ＤＥＦ特定テーブルグループに
含まれる。
【０１３０】
図３Ａに示されるＰＨＯＮＥ特定テーブルグループは、ジュークボックスの管理に有益な
全電話番号を含む。このテーブルグループの各テーブルは、電話番号（ＰＨＯ＿ＮＵＭＢ
ＥＲ）、電話番号の所有者の識別（ＰＨＯ＿ＯＢＪＥＣＴ＿ＳＯＵＲＣＥ）、所有者に関
する情報を含むアレイの識別子（ＰＨＯ＿ＯＢＪＥＣＴ＿ＩＤ）、番号に対応するライン
のタイプ（ＰＨＯ＿ＴＹＰＥ）、すなわちその番号が据付の電話番号、ファックス番号、
または携帯電話番号であるかというタイプを含む。
【０１３１】
ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ特定テーブルグループは、第８のアレイセット（１１０８、図３Ａおよ
び図３Ｅ）に属し、ジュークボックスへの曲の全配給をアーカイブするために使用される
。このテーブルグループの各テーブルは、ジュークボックスがログファイルをサーバに送
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信する度に更新される。各テーブルは、１曲の配給に対応する。
【０１３２】
ＰＲＯＧＲＡＭ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ｂおよび
図３Ｅ）に属し、使用される全プログラムの全バージョンを含む。このテーブルグループ
の各テーブルは、特に、プログラム名（ＰＧＤ＿ＮＡＭ）と、プログラムのバージョン（
ＰＧＭ＿ＶＥＲＳＩＯＮ）を含むが、プログラム自体（ＰＧＭ＿ＣＯＤＥ＿ＳＯＵＲＣＥ
）も含む。各テーブルは、プログラムの１つのバージョンに対応する。ジュークボックス
で実行するようにされたプログラムは、ＰＲＯＧＲＡＭ＿ＤＥＦ特定テーブルグループに
記述される。
【０１３３】
ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ特定テーブルグループは、第１１のアレイセット（１１１１、図３Ｂ
）に属し、ジュークボックスに適用されるプロモーションを記述するために使用される。
例えば、プロモーションは、１曲または複数の所与の曲の値段を割引したものや、無料で
演奏するものであってよい。プロモーションにより作用された曲は、ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡ
ＧＥ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループにリストされる。プロモーションは、所
与のアーティストによる全曲を含むように広げられてよい。この場合、プロモーションに
関係するアーティストの識別子（ＡＲＴ＿ＩＤ）は、ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥ＿ＡＲＴＩ
ＳＴ特定テーブルグループに含まれる。同様に、プロモーションは、同時にアーティスト
により所与の曲または全曲に関するプロモーションを含むものであってよく、この場合、
ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥアレイは、ＰＲＯ＿ＰＡＣＫＡＧＥ＿ＡＲＴＩＳＴとＰＲＯ＿Ｐ
ＡＣＫＡＧＥ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥテーブルをＰＲＯＭＯＴＩＯＮテーブルに関係させる
ために使用される引き数を含むであろう。また、同様に、ＰＲＯ＿ＰＲＩＣＩＮＧテーブ
ルグループは、プロモーションが有効である期間の正確な定義を含むＰＲＩＣＩＮＧ特定
テーブルグループにＰＲＯＭＯＴＩＯＮ特定テーブルグループを関係させるために使用さ
れる引き数を含む。
【０１３４】
ＰＵＢＬＩＳＨＥＲ特定テーブルグループ（図示せず）は、第９のアレイセット（１１０
９、図３Ｆ）に属し、発行者に関するすべての情報を含む。
【０１３５】
ＰＵＢＬＩＳＨＥＲ＿ＲＯＹＡＬＴＹ特定テーブルグループは、第９のアレイセット（１
１０９、図３Ｆ）に属し、配給された曲またはジュークボックスでコピーされた曲の発行
者への料金支払に関するすべての情報を含む。
【０１３６】
ＲＥＰＬＡＣＥＭＥＮＴ＿ＰＲＯＧＲＡＭ特定テーブルグループは、第９のアレイセット
（１１０２、図３Ｂおよび図３Ｄ）に属し、１つのプログラム（ＰＧＤ＿ＮＡＭＥ）が所
与の日（ＲＥＰ＿ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）から開始する別のプログラム（ＲＥＰ＿ＰＧＤ＿Ｎ
ＡＭＥ）により置き換えられることを示すために使用される。
【０１３７】
ＳＯＦＴＷＡＲＥ特定テーブルグループは、第２のアレイセット（１１０２、図３Ｂおよ
び図３Ｄ）に属し、プログラムとプログラムがインストールされるジュークボックスとの
間をリンクするために使用される。このテーブルグループの各テーブルは、番号（ＪＵＫ
＿ＩＤ）により規定されるジュークボックスにプログラム（ＰＧＤ＿ＮＡＭＥ）を割り当
てるために使用される。また、各テーブルは、ジュークボックスで有効であったが、許可
されていない種々のプログラムインストレーションをアーカイブするために使用される。
所与のジュークボックス（ＪＵＫ＿ＩＤ）の現在の有効設定は、最新の日にち（ＳＯＦ＿
ＳＴＡＲＴ＿ＤＴ）をもつ特定テーブルに含まれる。他のテーブルは、アーカイブとして
保持される。
【０１３８】
ＳＯＮＧ特定テーブルグループは、第４のアレイセット（１１０４、図２および図３Ａ）
に属し、ダウンロードされた曲と、曲がダウンロードされたジュークボックスとの間をリ
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ンクするために使用される。このテーブルグループの各テーブルは、番号（ＪＵＫ＿ＩＤ
）により規定されたジュークボックスに曲（ＣＬＴ＿ＩＤ）を割り当てるために使用され
る。このテーブルグループは、曲のダウンロード履歴を獲得し、各ダウンロードで支払う
べき料金を決定するために使用される。また、このテーブルグループは、ジュークボック
スでインストールされた種々の曲をアーカイブするために使用可能である。
【０１３９】
ＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧ特定テーブルグループは、第８のアレイセット（１１０８、図３Ａ
および図３Ｅ）に属し、ＰＬＡＹ＿ＬＯＧ特定テーブルグループに含まれる曲の配給に関
する情報とは別に、ログファイルにジュークボックスにより送信されるすべての情報を含
む。
【０１４０】
ＷＡＲＥＨＯＵＳＥ特定テーブルグループは、第７のアレイセット（１１０７、図３Ａ）
に属し、１つまたは複数のジュークボックスをオペレータの会社に割り当てるために使用
される。１人のオペレータが、複数の会社をもつこともある。したがって、このオペレー
タによりレンタルされたジュークボックスの管理により、各ジュークボックスを会社に割
り当てることが容易になる。
【０１４１】
図５Ａ～５Ｈは、データベースアレイにある情報が表示される種々のウィンドウを示す。
サーバは、本発明によるシステムのデータベースにあるアレイセットに含まれる情報をさ
らに容易に操作するために、ユーザインタフェースをなすプレゼンテーションモジュール
を含む。このモジュールは、読み出しやすい形式でデータベースにある情報を表示するが
、データベースのアーキテクチャに慣れていないユーザが、何らかの情報、サーバ上にあ
る情報であってもアクセスできるように、この情報を選択的に収集するように使用される
。さらに、このモジュールは、データベースにある情報を修正、追加または削除するため
に使用可能である。
【０１４２】
本質的に、このモジュールは、モニタ上に、情報表示領域、情報入力領域または選択領域
やボタンのいずれかをそれぞれが含む複数のスクリーンまたはウィンドウを表示する。選
択領域は、通常、特に、データベースにある情報の収集および記憶や、入力領域にある入
力情報の有効化を開始する手順に関係する。
【０１４３】
図５Ａに示される第１のスクリーン２００は、ジュークボックスに関するすべての情報を
表示または操作するためのものである。このスクリーン２００は、表示領域または入力領
域であってよい複数の領域２０１．１～２０１．２２を含む。これらの領域２０１．１～
２０１．２２はそれぞれ、図３Ａに示すＪＵＫＥ＿ＢＯＸアレイの引き数に対応する。ユ
ーザが既存のジュークボックスに関する情報を参照したい場合、第１の入力領域２０１．
１に必要なジュークボックスの識別番号を単に入力し、第１の選択領域２０２を選択する
ことにより、この入力を有効にする。この選択により、データベースにある図３Ａに示す
ＪＵＫＥＢＯＸ特定テーブルグループの引き数のすべての値の検索が始まり、入力番号に
対応する識別番号をもつものを見つけ出す。この情報が収集されると、それが対応する表
示領域２０１．２～２０１．２２に表示される。ユーザが新しいジュークボックスを作成
したい場合、識別番号に対応する第１の領域２０１．１で使用されていない番号を単に入
力し、第２の保存領域２０３を選択することにより選択を有効にする。この保存により、
図３Ａに示すＪＵＫＥＢＯＸ特定テーブルグループに新しいテーブルが作成され、対応す
る表示領域２０１．２に表示される新しいジュークボックスの動作に必要なパスワードが
生成される。ジュークボックスの番号とパスワードに対応する表示領域２０１．１、２０
１．２とは別に、他の入力領域２０１．３～２０１．２２はブランクである。また、第１
のアレイ２００は、複数の選択ボタンシリーズ２０４～２０７を含み、それぞれにより新
しいスクリーンが表示される。これらの新しいスクリーンは、第１のスクリーン２００上
の対応する領域２０１．１での番号入力により識別されたジュークボックスの作成、更新
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または動作に関する情報を表示するであろう。
【０１４４】
第１のボタンシリーズ２０４は、予め規定されたデフォルトパラメータでジュークボック
スをセットアップするために使用される。第１のボタン２０４．１を選択すると、番号入
力に対応するか、または第１の領域２０１．１に表示されたジュークボックスのＩ－ｂｕ
ｔｔｏｎが初期化されるため、この動作により、ジュークボックスの各動作パラメータの
デフォルト値が割り当てられる。第２のボタン２０４．２は、ジュークボックスへ所定の
曲リストを割り当てるスクリーン（図示せず）を表示し、これらの曲は、ジュークボック
スにインストールされて、ジュークボックスで利用可能な曲のリストを作成する。第３の
ボタン２０４．３は、ジュークボックスを動作させるために使用される所定のプログラム
リストをジュークボックスへ割り当てるスクリーン（図示せず）を表示する。
【０１４５】
第２のボタンシリーズ２０５は、ジュークボックスのコンポーネントの記述を表示するた
めに使用される。第１のボタン２０５．１により、オペレータに関する情報を表示するた
めに使用される複数のフィールドを含むスクリーン（図示せず）が表示される。この情報
は、ジュークボックスをレンタルするか、または所有するオペレータの識別子用の図３Ａ
に示すＯＰＥＲＡＴＯＲテーブルグループに収集される。第２のボタン２０５．２は、ジ
ュークボックスにインストールされるプログラムに関する情報を表示するために使用され
る複数のフィールドを含むスクリーン（図示せず）を表示する。この情報は、図３Ｂに示
すＳＯＦＴＷＡＲＥテーブルグループと、図３Ｄに示すＰＲＯＧＲＡＭ＿ＤＥＦテーブル
グループに収集される。第３のボタン２０５．３により、ジュークボックスにインストー
ルされたハードウェアコンポーネントに関する情報を表示するために使用される複数のフ
ィールドを含むスクリーン（図示せず）が表示される。この情報は、図３Ｂに示すＣＯＭ
ＰＯＮＥＮＴテーブルグループと、図３Ｂに示すＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＤＥＦテーブルグ
ループに収集される。第４のボタン２０５．４により、ジュークボックスで注文中の曲の
リストを表示するための複数のフィールドを含むスクリーン（図示せず）が表示される。
この情報は、図３Ａに示すＯＲＤＥＲＩＮＧテーブルグループに収集される。第５のボタ
ン２０５．５により、図５Ｂに示す第２のスクリーンが表示される。このスクリーンの表
示の前に、図３Ａに示すＳＯＮＧアレイと、図３Ｂに示すＣＡＴＡＬＯＧＵＥアレイに情
報が収集されて、第２のスクリーン２０１上のコンボリスト２１１に、識別子により識別
されたジュークボックスで利用可能な曲のリストを表示する。曲は、その番号２１２と曲
名２１３により識別される。全曲の番号は、ＳＯＮＧ特定テーブルグループに収集され、
ジュークボックスでの各曲に対して、サーバには、購入日、配送日、転送時間、曲削除日
および曲名を表示する手段が設けられており、これらの要素は、ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定
テーブルにおいて収集される。この第２のスクリーン２１０は、閲覧専用のものであって
、入力領域を含まない。
【０１４６】
第３のボタンシリーズ２０６は、ジュークボックス動作パラメータを見るために使用され
るスクリーンを表示する。各ボタン２０６．１～２０６．７により、実際、図３Ａおよび
図３Ｃに示されるＪＵＫ＿ＰＡＳＳＷＯＲＤ、ＪＵＫ＿ＴＵＮＥ＿ＣＯＳＴ、ＪＵＫ＿Ｒ
ＥＭＯＴＥ＿ＣＯＮＴＲＯＬ、ＪＵＫ＿ＭＩＸＡＧＥ、ＪＵＫ＿ＩＳＰ、ＪＵＫ＿ＣＲＥ
ＤＩＴ、ＪＵＫ＿ＯＴＨＥＲ＿ＳＥＴＴＩＮＧテーブルグープの各テーブルにおいて識別
されるパラメータが表示され、このテーブルでは、ジュークボックスを識別する引き数は
、図５Ａに示す第１のスクリーン２００上の第１の表示領域２０１．１に表示される識別
子に対応する。したがって、ボタン２０６．１～２０６．７の１つを選択すると、最初に
、ボタンに対応するＪＵＫ＿ＡＡＡテーブルグループにある情報が収集され、ジュークボ
ックス識別子番号が必要とされる番号に対応するテーブルを見つけ出す。その後、テーブ
ルＪＵＫ＿ＡＡＡに関連するテーブルグループにあるテーブルＩＢ＿ＡＡＡに情報が収集
されて、ＪＵＫ＿ＡＡＡテーブルグループにあるテーブルにおいて見つけ出されたパラメ
ータセットの識別子に対応するパラメータの値を決定する。非制限的な例として、第３の
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シリーズにある第１の選択ボタン２０６．１により、共に図３ＡにあるＪＵＫ＿ＭＩＸＡ
ＧＥとＩＢ＿ＭＩＸＡＧＥアレイにある情報が収集されて、第１のスクリーン、第３のス
クリーン２２０において選択されたジュークボックスのサウンド設定を表示する。この第
３のスクリーンは、閲覧専用のものであり、入力領域をもたない。各領域２２１ａ、２２
１ｂの左右チャンネルのさまざまな音量調節設定（最大２２１．４、音量２２１．１、低
音２２１．２、高音２２１．３）は、表示領域２２１において表示される。表示領域は、
マイクロフォン２２２．１、補助源２２２．２およびバックグラウンドミュージック２２
２．３の音量設定を表示するために使用される。
【０１４７】
第４の選択ボタンシリーズ２０７は、ジュークボックス、特に、サーバとジュークボック
スとの間の通信を管理するためのスクリーンを表示するために使用される。第１のボタン
２０７．１により、図３Ｆに示すＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ、ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ＿Ｄ
ＥＦおよびＩＮＳ＿ＸＸＸテーブルグループにおいてサーバにより情報が収集されて、第
１のスクリーン２００で選択され、第１の表示領域２３４に表示されるジュークボックス
に送信される命令リストを含む第４のスクリーン２３０を表示する。したがって、この第
４のスクリーン２３０は、予め規定された命令が表示可能であるか、またはこれらの命令
が修正可能であるか、または新しい命令が追加可能である領域２３１を含む。第４のスク
リーン２３０は、所与の送信日までに入力領域２３１に入力または修正された命令を有効
にするために使用される保存ボタン２３２を含む。また、この有効化により、ＩＮＳＴＲ
ＵＣＴＩＯＮ、ＩＮＳＴＲＵＣＴＩＯＮ＿ＤＥＦおよびＩＮＳ＿ＸＸＸテーブルグループ
が更新される。
【０１４８】
第２のボタン２０７．２により、図３Ａに示すＰＬＡＹ＿ＬＯＧテーブルグループに情報
が収集されて、例えば、第１のスクリーン２００の第１の領域２０１．１に表示された識
別番号により識別されるジュークボックスで演奏された全曲の履歴を表示するスクリーン
が表示される。図３Ａに示すＳＹＳＴＥＭ＿ＬＯＧテーブルグループに情報が収集された
後、第３のボタン２０７．１が、例えば、第１のスクリーン２００の第１の領域２０１．
１に表示された識別子番号により識別されたジュークボックスで実行された全アクション
の履歴を表示するスクリーンを表示する。例えば、これらのアクションは、ジュークボッ
クスのコインスロットにお金を連続して投入することからなる。第４のボタン２０７．４
により、ＣＯＭＭＡＮＤテーブルグループに情報が収集されて、例えば、第１のスクリー
ン２００の第１の領域２０１．１に表示された識別子番号により識別されたジュークボッ
クスで実行された全注文の履歴を表示するスクリーンが表示される。第４のボタン２０７
．５により、ＪＵＫ＿ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮテーブルグループに情報が収集されて、サー
バとジュークボックスとの間の全接続セットアップを表示する画面が表示され、ジューク
ボックスは、サーバと接続されると第１のスクリーン２００の第１の領域２０１．１に表
示された識別子番号により識別される。第５のボタン２０７．５により、ＪＵＫ＿ＣＯＮ
ＮＥＣＴＩＯＮテーブルグループの情報収集が起動されて、サーバーと、ジュークボック
スがサーバとの接続をもったときに第１のスクリーン２００の第１の領域２０１．１に表
示された識別子番号により識別されたジュークボックスとの間で設定されたすべての接続
を表示するスクリーンを表示する。第６のボタン２０７．６により、図３Ｅに示されるＬ
ＯＧ＿ＲＥＣＥＰＴＩＯＮテーブルグループに情報が収集されて、サーバにより受信され
、第１のスクリーン２００の第１の領域２０１．１に表示された識別子番号により識別さ
れたジュークボックスにより送信される全ログファイルの履歴を表示するスクリーンが表
示される。第７のボタン２０７．７により、図３Ｆに示すＥＸＥＣＵＴＥＤ＿ＩＮＳＴＲ
ＵＣＴＩＯＮテーブルグループに情報が収集されて、第１のスクリーン２００の第１の領
域２０１．１に表示される識別子番号により識別されたジュークボックスで実行される全
命令の履歴を表示するスクリーンが表示される。
【０１４９】
データベースに含まれる曲バンクを更新するために、第５のスクリーン２４０が使用され
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る。このスクリーン２４０は、特に、配給権が獲得されたときおよび／またはジュークボ
ックスにダウンロードする曲が処理されるときに、アルバムを追加するか、または曲バン
クのデータを修正するために特に使用される。したがって、この第５のスクリーン２４０
は、本質的に、アルバムに関するすべての情報を示すために使用される入力領域２４１．
１～２４１．４を含む。各入力領域２４１は、データベースにある図３Ａに示すＡＬＢＵ
Ｍアレイの引き数に対応する。第１の領域２４１．１は、アルバムの識別子を含む。第２
の領域２４１．２は、アルバム名を含む。第３の領域２４１．３は、アルバムのアーティ
スト名を含む。第４の領域２４１．４は、ディスク発行者名を含む。また、第５のスクリ
ーン２４０は、識別子により識別されたアルバムに関する曲のリストを表示するコンボリ
スト２４３を含む。したがって、第１の選択領域２４２を選択することにより入力を有効
にすると、サーバが図３Ａに示すＡＬＢＵＭアレイを更新し、入力が既存アルバムへの修
正からなる場合は対応する引き数の修正、または入力が新しいアルバムを曲バンクに追加
することに対応する場合はテーブルグループへのテーブルの追加のいずれか一方を行う。
【０１５０】
曲のリスト（マスター）を作成するために、第６のスクリーン２５０が使用される。これ
らのリストは、ジュークボックスで利用可能な曲のリストを初期化するための開始点とし
て使用可能である。第６のスクリーンは、リスト２５１．１を識別するため、例えば、リ
スト２５１．２を簡潔に記述し、リストタイプ２５１．３、言い換えれば、作成されてい
るリストであるか、または最終のリストであるかを規定するために使用される多数の入力
領域を含む。各入力領域２５１．１～２５１．３は、実際、図３Ｂに示すＭＡＳＴＥＲア
レイに引き数に対応する。また、第６のスクリーン２５０は、曲バンクにある曲のリスト
を含む第１のコンボリスト２５２と、現在のリストの部分を形成するようにすでに選択さ
れた曲のリストを含む第２のウィンドウ２５３を含む。また、第６のスクリーン２５０は
、作成されたリストを有効にするために使用される保存ボタン２５４を含む。この選択に
より、図３Ｂに示すＭＡＳＴＥＲ特定テーブルグループにテーブルが作成され、新しいリ
ストの場合には、図３Ｂに示す新しいリストの各曲に対してＭＡＳＴＥＲ＿ＣＡＴＡＬＯ
ＧＵＥ特定テーブルグループにテーブルが作成されるか、または既存のリストを更新する
ために、図３Ｂに示すＭＡＳＴＥＲ＿ＣＡＴＡＬＯＧＵＥ特定テーブルグループにテーブ
ルが追加または削除される。
【０１５１】
第７のアレイ２６０は、ＰＵＢＬＩＳＨＥＲアレイの全列を表示する。このような特定の
情報収集は、サーバにより行われ、各発行者に関連するロイヤルティを管理するために使
用される。これを行うために、第７のスクリーン２６０は、複数のラインからなるコンボ
リスト２６１を含む。各ラインは、アーティストの識別子を表す第１のフィールド２６１
．１と、アーティスト名、言い換えれば、この場合は発行会社名を表す第２のフィールド
２６１．２と、発行会社の管理者名を表す第３のフィールド２６１．３と、発行者がカタ
ログにあるか否かを識別する第４のフィールド２６１．４と、発行者が再生と配給権を許
可しているか否かを規定するために使用される一連のフィールド２６１．５～２６１．９
とを含む。したがって、第１のフィールド２６１．５は、書面の配給許可が与えられた日
を示す。第２のフィールド２６１．６は、許可に署名が求められる日を示す。第３のフィ
ールド２６１．７は、フィールドの配給に関する同意契約書がコメントを求めて待機した
開始日を示す。第４のフィールド２６１．８は、口頭合意が得られた日を示す。第５のフ
ィールド２６１．９は、配給合意が有効でなくなる日を示す。
【０１５２】
第７のスクリーン２７０は、ジュークボックスにより使用されるプログラムのインベント
リを作成するために使用される。第７のスクリーン２７０は、プログラムバージョンのリ
ストを表示し、他のプログラムやハードウェアコンポーネントとなんらかの非互換性があ
るかを表示するために使用される第１のコンボリスト２７１を含む。この情報は、データ
ベースにある図３Ｄに示すＰＲＯＧＲＡＭおよびＰＲＯＧＲＡＭ＿ＩＮＣＯＭＰＡＣＴア
レイに情報を収集して表示される。これを行うために、第１のフィールド２７１．１は、
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プログラム名を含む。第２のフィールド２７１．２は、プログラムバージョンを含み、第
３のフィールド２７１．２は、プログラムを配給する会社名を含む。第４のフィールド２
７１．４は、プログラムが利用可能になる日を示す。第５のフィールド２７１．５は、プ
ログラムを修正した人を示す（修正した場合）。第６のフィールド２７１．６は、他のプ
ログラムとなんらかの非互換性があるかを示す。第７のフィールド２７１．７は、１以上
のハードウェアコンポーネントとなんらかの非互換性があるかを示す。
【０１５３】
第２のコンボリスト２７２は、第１のウィンドウ２７１で選択されたプログラムがインス
トールされたジュークボックス番号のリストと、インストール日と、可能であれば、デイ
ンストール日を表示する。この情報は、データベースにある図３Ｂに示すＳＯＦＴＷＡＲ
Ｅ特定テーブルグループに情報を収集した後表示される。したがって、第２のウィンドウ
は、プログラムがインストールされたジュークボックスの識別子番号を含む第１のフィー
ルド２７２．１を含む。第２のフィールド２７２．２は、ジュークボックスにプログラム
がインストールされた日を含む。第３のフィールド２７２．３は、ジュークボックスから
プログラムが削除された日を含む。
【０１５４】
第３のコンボリスト２７３は、第１のウィンドウ２７１で選択されたプログラムが、ハー
ドウェアコンポーネントに関連するかを検証するために使用される。この情報は、データ
ベースにある図３Ｂに示すＦＩＲＭＷＡＲＥおよびＣＯＭＰＯＮＥＮＴ＿ＤＥＦアレイに
情報を収集した後表示される。したがって、第１のフィールド２７３．１は、コンポーネ
ント識別子を含む。第２のフィールド２７３．２は、コンポーネントの記述または名前を
含む。第３のフィールド２７３．３は、コンポーネントのインストール日を含む。
【０１５５】
第４のコンボリスト２７４は、第１のウィンドウ２７１で選択されたプログラムが置き換
えられたかを検証し、可能であればプログラムが置き換えられたとき、または置き換えら
れるときを検証するために使用される。この情報は、データベースにある図３Ｄに示すＲ
ＥＰＬＡＣＥＭＥＮＴ＿ＰＲＯＧＲＡＭ特定テーブルグループから情報を収集した後表示
される。したがって、第１のフィールド２７４．１は、プログラム名を含む。第２のフィ
ールド２７４．２は、プログラムバージョンを含む。第３のフィールド２７４．３は、プ
ログラムの置き換えが開始された日を含む。第４のフィールド２７４．４は、プログラム
の置き換えが終了した日を含む。第５のフィールド２７４．５は、例えば、置き換え時に
プログラムに加えた修正の簡潔な記述を含むものであってよい。
【０１５６】
データベースに含まれる他の情報を表示するために、他のスクリーンが上述したスクリー
ンと同じモデルで作成されてよい。表示された情報は、例えば、第１のスクリーン２００
の場合のように、データベースのアレイに含まれる情報を単純に表示することからなるも
のであってよく、または選択的な情報の収集の結果であってもよく、言い換えれば、第７
のスクリーン２６０の場合のように、特定の基準で情報の検索がなされる。同様に、スク
リーンの中には、入力領域を必ずしも含まないものがあり、言い換えれば、これらのスク
リーンは、例えば、第３のスクリーン２２０のように、情報を閲覧するためだけに使用さ
れる。
【０１５７】
本発明による装置により、遠隔通信網、例えば電話網を介して中央位置から複数のジュー
クボックスを遠隔制御することが容易になる。
【０１５８】
本発明の請求の範囲から逸脱することなく、多数の他の特別な形態で本発明を実施可能で
あることは、当業者に明らかであろう。したがって、これらの実施形態は、例示的目的の
ものとして考慮されなければならず、添付の請求項の領域により規定される範囲内で修正
可能であり、本発明は上述した詳細に限定されるべきではない。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明によるサーバを用いたシステムのブロック図である。
【図２】本発明によるシステムにより使用されるサーバのデータベース構造の簡略化した
フローチャートである。
【図３Ａ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図３Ｂ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図３Ｃ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図３Ｄ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図３Ｅ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図３Ｆ】本発明によるシステムにより使用されるデータベース構造の詳細なフローチャ
ートである。
【図４】映像音声再生装置の例を示す図である。
【図５Ａ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｂ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｃ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｄ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｅ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｆ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｇ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【図５Ｈ】データベースの情報を表示するために使用されるアレイを示す図である。
【符号の説明】
２　マスメモリ制御回路
３　入力制御回路
４　遠隔通信制御回路
５　音声制御回路
６　ディスプレイ手段制御回路
１０　ホストサーバ
１１　データベース
２１　記憶モジュール
３０　テレフォンネットワーク
３２　キーロック
３３　タッチスクリーン
３４　外部キーボード
３５　料金支払装置
４１　モデムカード
５３　アンプチューナ
５４　ラウドスピーカ
６１　テレビジョンスクリーン
６２　ディスプレイ手段
１００．１－１００．ｎ　映像音声再生装置
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